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過去 25,000年間のバイカル湖堆積物の高分解能元素鉱物分析

High-resolution elemental and mineralogical analysis of the Lake Baikal sediments dur-
ing the last 25,000 years
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本研究は，大陸内部の環境変動を高分解能で復元するために，ロシア・バイカル湖・セレンガデルタ沖で掘削された堆
積物コア VER99,G-12を使用し，以下の 2つの分析を行なった．VER99,G-12は，AMS年代で 25,000年をカバーするも
のである：1）走査型 X 線分析顕微鏡で堆積物の蛍光 X 線および透過 X 線のイメージング（空間分解能 0.5 mm）．堆積
物はエポキシ樹脂を使って硬化させたものである． 2）サンプリング間隔 2.3 cmの粉末試料の X 線回折分析．更に，透
過 X 線強度を線吸収係数に変換するアルゴリズムを作成した．
透過 X 線の線吸収係数は，氷期に減少傾向，間氷期に増加傾向を示した．これは，氷期には珪藻殻や有機物の堆積が

減少し，相対的に堆積物内の鉱物粒子が増加したために，堆積物の密度が増加したことを示唆するものである．
線吸収係数プロファイルでは，6つのピークが見つかった．これらのピークは，いずれも Caの蛍光 X線強度プロファ

イルにおけるピークと対応する．このうち 5つのピークはGreenland Ice Sheet Project2 (GISP2)で報告されているハイン
リッヒイベント H2および H1，オルダードライアス，ヤンガードライアスと 8,200年前の寒冷化イベントのタイミング
とほぼ一致する．これは，北大西洋の気候システムと大陸内部のそれとが連動していることを示唆するものである．な
お，ハインリッヒイベント H2と H1およびヤンガードライアスに対応する層からは，ドロマイトが検出された．また，
残りの１つは，バイカル湖と集水系を同じくするモンゴル・フブスグル湖から報告されている 5,500年前の寒冷化イベン
トのタイミングとほぼ一致する．しかし，これは北大西洋では未だ確認されておらず，この時期に大陸内部の気候が独
立に変動したことを示唆するものかもしれない．


